
正しく安全にご使用いただくため、各種ご注意を必ずお読みください。

エコキュート・おひさまエコキュート 安全のためのご注意

● エコキュートは時間帯別電灯契約の種類によって、時間帯と電気料金単価が異なります。
● 深夜電力契約でのご使用はできません。

● リモコンの設定時刻がずれていると、電気料金が高くなる場合があります。

［電気料金に関するご注意］

● 本内容及び取扱説明書・据付工事説明書の内容を守らなかったために発生した不具合
については保証期間内であっても無償保証の対象外となります。

● 保証期間はお買い上げ日から1年間、ただし冷媒部分については3年間、タンク（缶体）
は5年間です。

■ 定期点検
● 取扱説明書の内容に従って定期的にお手入れと日常点検を行ってください。
● 通常のお手入れとは別に、３年に１回程度の点検整備を行ってください。お買い上げの販

売店またはお客様ご相談窓口にご相談ください。なお、整備には実費をいただきます。（定
期的に交換が必要な部品や、使用条件により劣化しやすい部品があります。）

［保証に関するご注意］

● ガス機器から電気機器へ変更する際（ガス給湯器からヒートポンプ給湯機への取り替えな
ど）は、事前にガス事業者への連絡が必要になります。

● ガス事業者への連絡をせずに無断撤去することは法令により規制されておりますの
でご注意ください。

［ガス機器から電気機器への設置変更に関するご注意］

● 正しく安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ず取扱説明書をお読みください。そのあ
と大切に保管してください。

● ご使用時は熱湯や熱くなる部分に触れない。（やけどの原因）
　・給湯時は、じゃ口（湯水混合水栓）に触れない。
　・非常用水を使うときは、お湯に触れない。
● 使い始めは、しばらくお湯に触れない。（やけどの原因）
 空気の混ざった熱いお湯が飛び散ることがあります。エコキュートは特に朝の使い始めはご

注意ください。
● お湯の温度を確認する。（やけどの原因）
● 入浴時やお湯を使うときは、まず指先などでお湯の温度を確かめる。
● 給湯の設定温度を変えるときは、他の人がお湯を使用していないことを確かめる。
● シャワーを使っているときは、たし水/たし湯や高温たし湯の操作をひかえる。（シャワーの温度

が上下します。） 
● 停電中および停電復帰後にお湯を使うときは、お湯の温度を確かめる。（やけどの原因）お湯

の温度調整ができずに、高温のお湯が出ることがあります。

● 台所リモコンは防水タイプではありませんので、水をかけないようご注意ください。故障の原因
となります。

● 浴室リモコンは完全防水ではありません。故意に水をかけないで下さい。故障の原因となります。
● スマートフォンアプリをご使用する際は以下のことにご注意ください。
　・ふろ自動運転をする場合は、おふろの栓とふたをしていることを事前に確認しておいてください。
　・外出先から操作する場合は、ほかの人のおふろ（浴室の浴そう）や給湯（シャワーやじゃ口）

の使用状況を確認することができません。事前に安全を十分確認して使用してください。
　・無線通信を利用するため通信環境や使用状況、ネットワーク障害などにより、遠隔操作が

ご利用できない場合があります。事前に安全を十分確認して使用してください。
　・他の無線機や電子レンジの近くでのご使用は、無線通信に影響を及ぼす場合があり、スマー

トフォンで操作した内容が反映されないことがあります。こまめに設定内容や運転状況を
確認してください。

　・スマートフォンのOSをアップデートすると、スマホアプリが使用できなくなることがあります。

● 漏電遮断器は、ぬれた手で操作しない。（感電の原因）
● 貯湯ユニットの前板やヒートポンプユニットのカバーを開けない。（感電の原因）
  ※水抜き作業の場合を除く。
● 貯湯ユニットの排水時や逃がし弁の点検時は、排水管、排水ホース（黒）、逃がし弁（レバー

以外）に触れない。（やけどの原因）排水時は熱湯が出ることがあるので、お湯に触れない。
● 漏電遮断器は、作動することを定期的に確認する。（漏電のときに感電や火災の原因）作

動しないときはお客様ご相談窓口にご相談ください。
● 水洗いはしない。（漏電によって感電や火災の原因）
● 漏電遮断器を「OFF」にする。（けがの原因）ヒートポンプユニットのファンが高速回転してい

ることがあります。
● お手入れや点検の後は、漏電遮断器と逃がし弁の点検口を閉める。（雨やゴミが入ると、漏

電や感電の原因）
● 逃がし弁は、作動することを定期的に確認する。（逃がし弁が正しく作動しないと、水漏れの

原因）作動しないときは、お客様ご相談窓口にご相談ください。

ヒートポンプユニット・貯湯ユニット共通
● 配管に触れない。（やけどの原因）
● 配管の上に乗ったり、無理な力を加えない。（継手部の破損の原因）
● 近くにガス類の容器や引火物を置かない。（万一ガスが漏れて、ユニットの周囲にたまると、

発火の原因） 
● ユニットの周辺にはものを置いたり、落ち葉などがたまらないようにする。（虫などが侵入し、故

障や発火、発煙の原因） 

貯湯ユニット
● 熱湯を直接排水しない。（やけどや配水管の破損の原因）じゃ口（湯水混合水栓）よりお湯を

出しきってから排水してください。 

ヒートポンプユニット 
● 吹出口に指や棒などを入れない。（けがの原因）ファンが高速で回転していることがあります。
● アルミ部分には触れない。（手を切る原因）
● 上に乗ったり、ものを載せたりしない。（ベランダなどの高い場所に設置の場合、転落の原因）
● 近くにぬれて困るものを置かない。（沸き上げ時はドレン排水口から結露水が出て、汚損

や故障の原因）
● 据付台が破損したまま放置しない。（落下や転倒によるけがの原因）
● 動植物に直接風をあてない。（動植物に悪影響を及ぼす原因）

使用地域の水質により、ごくまれに薄青くなることがあります。これは、水中に含まれるわ
ずかな銅イオンと、石けんなどに含まれる脂肪酸とが反応しておこるもので、人体に害は
ありません。井戸水や簡易水道での使用時に比較的おこりやすい現象です。

（参考：（一社） 日本銅センター発行「銅と衛生」）

【タオルや布の場合】
70℃～80℃のお湯に食酢を混ぜて10%～15%溶液を作り、つけおきすると脱色します。

【おふろやタイル目地の場合】
汚れが気になるときは、アルカリ性の洗剤（リンレイ製“湯アカ分解”など）をつけて、スポンジ
でこすり洗いしてください。スポンジによっては、傷が付きやすいものがありますので、注意し
てください。なお、洗剤の取扱いについては洗剤本体記載の注意書きにしたがってください。

タオル、タイル目地などが青くなる

［使用に関するご注意］

入浴中の事故を防ぐため、次のことに気を付けましょう。
● 入浴の際は、予め湯温を確かめてから入浴してください。湯温が高いと火傷の危険性があります。
● シャワーをお使いになるときは、まずお湯の温度を確かめてからご使用ください。
● 湯水混合栓及び浴そう循環口からの出湯温度は、配管からの放熱により、設定温度より低

めになることがあります。
● ふろ接続アダプター（循環口）の付近でもぐったり、頭を近づけたりすると、髪の毛が吸い込
まれて事故につながるおそれがありますので、ご注意ください。

● 硫黄・酸・アルカリを含んだ入浴剤、浴そう洗剤や温泉の湯を使用しないでください。貯湯ユ
ニットや配管が故障し、水漏れするおそれがあります。入浴剤・洗剤を使用する場合は、表示
書きなどで成分をご確認の上、上記成分が含まれるものは使用しないでください。

● 冬場は入浴前に脱衣所や浴室を暖める。温度の急激な変化により、血圧が大きく変動するこ
とがあります。シャワーで浴室を暖めたり、脱衣場で暖房器具を利用したりしましょう。

● おふろの温度は41度以下、湯につかる時間は10分までを目安にする。のぼせると意識障害
をおこし、体温が上昇して熱中症になる可能性があります。半身浴でも長時間入浴すれば、
のぼせる可能性があるので、注意しましょう。

● 浴そうから急に立ち上がらない。入浴中は水圧がかかっているため、立ち上がったときに、圧
迫されていた血管が拡張し、一時的な貧血状態になることがあります。手すりや浴そうのへり
を使って、ゆっくり立ち上がるようにしましょう。

● アルコールが抜けるまで、また、食後すぐの入浴はひかえる。入浴中の事故の一部で、アルコー
ルが検出されています。また、食後は血圧が下がってしまう食後低血圧によって、失神する場
合もあります。飲食後は時間をおいてから入浴するようにしましょう。

● 入浴する前に同居者に一声掛けて、見回ってもらう。入浴中に体調の異変があった場
合、早期の発見・対応が重要です。同居されている方は、高齢の方が入浴されているときには、
こまめに様子を見に行きましょう。

● ふろ接続アダプター（循環口）は、手足やタオルでふさいだり、体を近づけたりしない。（やけど
の原因）熱いお湯が出ることがあります。  

● ふろ接続アダプター（循環口）のフィルターがゆるんだり、外れたまま入浴しない。（髪の毛が
吸い込まれるなど、思わぬ事故の原因）特にお子様にはご注意ください。

●  異常・故障時にはただちに使用を中止する。
 （異常のまま運転を続けると故障や感電、発煙、火災などの原因）すぐに貯湯ユニットの漏電

遮断器を「OFF」にして、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口にご相談ください。
  〈異常・故障例〉
  ・沸き上げ運転中以外に逃がし弁から水が漏れる。
  ・本体、配管から水が漏れる。
  ・漏電遮断器が自動的に「OFF」になる。
  ・こげ臭いニオイがしたり、異常な音や振動がする。

［入浴時のご注意］

［異常・故障時のご注意］
● 長期間のご使用によってタンク内に水あかがたまったり、配管材料の劣化などによって水質

が変わることがあります。飲用される場合は、下記の点に注意し、必ず一度、やかんなどで
沸騰させてからにしてください。

　・必ず水質基準に適合した水を使用してください。
　・固形物や変色、濁り、異臭があった場合には、飲用せずに、ただちに点検を依頼してください。
　・熱いお湯が出てくるまでの水（配管内にたまっている水）は、雑用水としてお使いください。
● １ヵ月以上使用しないときは、貯湯ユニット、ヒートポンプユニット、配管の水抜きを行う。
（長期間使用しないと水質が変化し、飲用すると健康を害するおそれ）

［お手入れや点検時のご注意］
● 据付けは自分でしない。（水漏れや感電・火災などの原因）
● 分解や修理・改造をしない。（感電や火災、思わぬ事故の原因）
 ふろ接続アダプター（循環口）の分解や修理・改造は、髪の毛が吸い込まれるなど、思わぬ事

故の原因になります。
● アース工事がされていることを確認する。（不完全な場合は感電の原因）
● お買い上げの販売店または専門業者に依頼してください。

据付け後は、次のことを確認する
● 貯湯ユニットの脚が床面に固定されていること。（転倒によるけがの原因）固定されていない

場合は、お買い上げの販売店または専門業者にご依頼ください。
● 貯湯ユニットが、防水処理・排水処理済みの床面に設置されていること。（水漏れすると、階下

などに被害を及ぼす原因）お買い上げの販売店または専門業者にご確認・ご依頼ください。
● 凍結防止対策（配管の保温工事、不凍結水栓、凍結防止ヒーターなど）を確認する。（配管が

凍って破損すると、やけどや水漏れの原因）お買い上げの販売店または専門業者にご確認・
ご依頼ください。

［据付けや修理時のご注意］

● エコキュートは湯切れを防止するため、昼間もヒートポンプ運転を行うことがあります。
● 外気温や使用湯量により沸き上げ温度は変化します。
● タンク内のお湯は放熱により少しずつ冷めます。
● 配管部材からの放熱で実際に貯湯する湯温は沸き上げ湯温より低くなります。
● エコキュートはお湯の使用量が少ない場合、朝のリモコン残湯量表示が全点灯しない

ことがあります。（省エネのため、全量を沸き上げない「部分沸き上げ」を行います）
● 貯湯式給湯器ですので瞬間式給湯器と比べて連続して使用できるお湯の量には限りがありま

す。お湯の使用量や、お風呂の湯はり量が多いご家庭や湯切れをご心配される場合は貯湯
量がワンランク上の機種をお選びください。湯切れをすると、お湯を沸き上げるまで時間がか

かります。
● お湯を上手にお使いください。1日に使用できるお湯の量には限りがあります。洗いもの時

やシャンプー時の流しっぱなし等に注意し、こまめに止めてください。
● ふろ保温時間が長い場合や、前日の残り湯を追いだきした場合、タンク内部の湯温が下がり、

湯切れするおそれがあります。残り湯を少なくしてからふろ自動運転を行ってください。
● エコキュートは深夜沸き上げ時間帯に入浴などで多くお湯を使用した場合、翌日、湯量不足

になる場合があります。深夜のご使用時は満タン運転に切り替えてご使用ください。
● 残湯量目盛りがある時でも、貯湯ユニット内の温度が低いと、追いだきできないことがあります。

● 寒冷地（北海道、青森、秋田、岩手を中心とした省エネ基準の1～3地域）および最低
気温が－10℃を下まわる地域では寒冷地仕様機をご使用ください。寒冷地仕様の
ヒートポンプユニットの設置可能最低外気温度は－25℃です。（外気温度が－20℃を下
回る地域は、貯湯ユニットを屋内に設置して下さい。）それを下回る地域では、保護装置の
作動、能力低下のおそれがあります。

● 塩害地（海浜地区で潮風が直接当たる場所）では、機器が故障するおそれがありますので、
耐塩害仕様／耐重塩害仕様機をご使用ください。

● 温泉地帯など特殊な場所では、機器が故障するおそれがありますので、据え付けないでくださ
い。

［設置地域に関するご注意］

● 必ず水道法に定められた飲料水の水質基準に適合した水道水を使用してください。水
道水であっても硬度が特に高い地域での使用は避けてください。また、井戸水、地下水、
温泉水は使用しないでください。ただし、弊社の水質基準を満たすことを確認し、使用を
認めた場合に限り、ご使用いただけます。水質によっては、貯湯ユニットとヒートポンプユ

ニットの寿命が、通常より短くなることがあります。
● 自家浄水システムの処理水を使用する場合、水質によっては故障の原因になりますの

で、必ず販売店にてご相談ください。

［水質に関するご注意］

● 水配管工事は、水道工事認定業者が行ってください。
● 給水圧力は220kPa以上500kPa以下、パワフル高圧給湯の給水圧力は350kPa以上

500kPa以下でご使用ください。給水時でも220kPa以上、高圧パワフル給湯の場合は
350kPa以上確保してください。

● 水源水圧を減圧しているため、給湯圧が水源水圧よりも低くなります。
● 水源水圧が500kPa以上の場合、減圧弁を追加してください。
● ウォーターハンマー現象が発生する場合は、水撃防止装置を取付けてください。

● ヒートポンプユニットは運転時ドレン水が排出されます。排水工事を行ってください。
● 沸き上げ中は貯湯ユニット逃し弁から膨張水（水または湯）が排出されます。必ず排水工事
を行ってください。

● 給湯用水栓には必ず逆止弁付き湯水混合栓をご使用ください。逆止弁のついていない湯
水混合栓を使用した場合や給湯用水栓が故障した場合、給湯温度が低くなります。

● 給湯配管径が細いと給水抵抗が大きくなり、お湯（水）の勢いが弱くなる場合があります。

［水配管・機材等に関するご注意］

［飲用に関するご注意］そのまま飲用しないでください。

非常用水として使うとき 詳細は取扱説明書をご参照ください

1 漏電遮断器
を「OFF」にする

2 給水止水栓
を閉める

閉

給水配管

脚部化粧カバー（別売品）を取り付けている場合

断水時の対応について

＊脚部化粧カバーを取り外してから操作をしてください。

給水止水栓は給水配管の途中に設置
されています。貯湯ユニットに付属され
ていないため、取付位置や形状はご家
庭ごとに異なります。お買い上げの販売
店にご確認ください。
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逃がし弁レバー
を上げる

7 逃がし弁レバー
を下げる

4
非常用取水栓 に差し込む

付属のホースを

＊先端はバケツなどで受けてください。

角
型

薄
型

 

ホースを持って非常用取水栓を左いっぱいに回し、
栓を引いて全開状態でお湯（水）を出す。
ホース差し込み部を持って非常用取水栓を
左に回し、お湯（水）を出す。

ホースを取り外す
断水が復旧し、ふたたびご使用になるときは販売店に
依頼していただくか、取扱説明書にしたがって、貯湯
ユニットを満水にしてください。

使い終わったら

＊栓が外れるため、２回転以上回さないでください。

（角型）

（薄型）

点検口（下）

点検口（上）

非常用取水栓 

給水止水栓

漏電遮断器

逃がし弁レバー

非常用取水栓 

開ホース

左に回す非常用取水栓

ホース

開

1

4
非常用取水栓 4

2

3 7

＊ホースからお湯（水）が出てきますが、使い始めは湯あかなどが出ますので、しば
　らく洗い流してください。
＊ホースから熱湯が出てくることがあります。やけどにご注意ください。
＊飲用は避けてください。

＊非常用取水栓の開け方は
  取扱説明書をお読みください。

給水復旧時に濁った水がタンク内
に入ることを防ぐため、断水時は
タンクに接続されている給水止水
栓（現地工事）を閉じてください。

給水復旧時は、台所などのカランから濁り
が無くなるまで水を流し、きれいな水が流れ
ることを確認して、タンクに接続されている
給水止水栓を開けてください。

［タンクの湯温・湯量に関するご注意］

手順    と逆の手順で非常用取水栓を
回し、お湯（水）を止める

5
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